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インテリジェントなインサイト：
インテリジェントなインサイトが 
ビジネス イノベーションを推進する方法
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内容:

• インテリジェントなインサイトがビジネス イノベーションを推進する方法

• イノベーションがかつてないほど重要になっている理由

• ストレージの複雑さがいかにイノベーションを妨げるか

• ストレージにインテリジェントなインサイトと自動化アプローチが必要な理由

• インテリジェントなインサイトによるアプローチのメリット

• デル・テクノロジーズでインテリジェントなインサイトを実現

• イノベーションを持続可能にする
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インテリジェントなインサイトが 
ビジネス イノベーションを推進する方法

多くの組織が、イノベーションの劇的な向上、新しいビジネス
能力の発揮、変化する顧客ニーズへの対応、独自の優位
性の創出、または単にディスラプションの一歩先を行くために
デジタル化を追求しています。

イノベーションを推進するために、組織にはデータのみでなく、
それに基づいて行動する能力も必要です。幸いなことに、
データはありとあらゆる所にあります。しかし現在、データは組
織が付いていくことができる量や速度をはるかに超えて生成
されているため、多様なデータソースからの過剰なデータは、
行動の障壁になる可能性があります。これではデータが十分
でない場合と変わりません。

そのため、イノベーションに対する適切なアプローチは、
ストレージに対する適切なアプローチから始める必要があり
ます。すなわち、ソフトウェア、ハードウェア、データ サービス、
およびクラウドを組み合わせて、データの新たな現実に対処
すると同時に、IT部門にさらなる俊敏性を提供するアプロー
チです。

ストレージに関する問題に正しくアプロー
チすることで、組織は時間、コスト、リソー
スを節約でき、それを革新的なプロジェク
トに割り当てることができます。
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イノベーションがかつてないほど重要になっている理由

デジタルファーストへの移行が加速し続ける中、私たちがこれまでの常識が通用しない、動的かつ
急速に変化する世界に生きていることは明らかです。組織は変化する市場のニーズを満たすだけ
でなく、それを迅速かつ大規模に行う必要があります。

IT部門は、ユーザー エクスペリエンスを向上させるツールとテクノロジーを提供することで、組織内の
イノベーションにおいて重要な役割を果たします。しかし、IT部門が組織のイノベーションの要求を
迅速に満たすことができなければ、部門全体が、迅速でコストパフォーマンスに優れたエラーのない
進歩を妨げてしまう可能性があります。そのためIT部門は、インフラストラクチャやアプリケーションの
モダナイズなどの変革アクティビティにますます重点を置き、ビジネス イノベーションの推進に多くの時
間を費やしています。

ITの役割は進化していますが、課題は、イノベーションへの焦点が、デバイスの導入
と管理、サイバーセキュリティの維持などの職務から離れることができないことです。時
間とリソースの需要のバランスを取り、イノベーションを実現し、継続的に稼働させる
には、IT部門がインテリジェントなアプローチで運用を行う必要があります。
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ある意味で、革新的であることはかつてないほど難し
くなっている：

しかし、その機会は明らかです。モダンでシンプルなテクノロジー
とフレキシブル コンサンプション モデルを備えた組織は、チーム
が最高のアイデアを生み出すために必要となる、効率的で安
全なエクスペリエンスを確保できるのです。このテクノロジーの重
要な部分は、インテリジェント ストレージです。これはレジリエン
スの高いデジタルファーストの組織を構築するための基盤です。

今日のデータ需要のため、従来のアレイは進化し続けるニーズ
に追いつけなくなりつつあります。その代わりに、オンプレミスのク
ラウド、エッジ環境全体で、適応性、拡張性、自動化、シンプ
ルな運用が可能なストレージ アーキテクチャの必要性が高まっ
ています。シームレスにパフォーマンスを監視し、システムの問題
をプロアクティブに特定し、データを使用して問題を発生前に軽
減する必要があります。

ストレージの複雑さが 
いかにイノベーションを妨げるか

75%
のIT管理者が、ITは2年前よりも複雑で
あると回答し1、半数以上が、インフラスト
ラクチャの複雑さが運用とデジタル イニシ
アティブの障壁になると回答しています2。

組織は、IT運用のバランスを取りながら、
こうしたデータ量をスピードと俊敏性を実現する
方法で管理できる必要があります。そのために
は、IT部門がデータから価値を引き出す方法を再
考しながら、管理方法をシンプルにする方法を模
索する必要があります。増え続けるデータ量を考
えると、イノベーションを推進するには、ストレージ
に対する新しいアプローチが必要です。私たちは、
このアプローチをインテリジェントなインサイトと呼ん
でいます。
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最新のデバイス、ソフトウェア、アプリケーションにより、これまで以上に多くの場所から多くのデータが生
成されているため、最新のストレージは、一貫した自律的な運用を可能にするためにデータの価値を
明らかにするうえで重要な役割を果たします。

インテリジェントなインサイトというアプローチを実現するために、組織は、適応性とコスト パフォーマン
スに優れ、既存のIT運用に簡単に統合できる柔軟なアーキテクチャを提供する最新のストレージ ア
レイを必要としています。

ストレージに対する最新のアプローチにより、組織はストレージの問題をプロアクティブに検出して解決
しながら、時間とリソースを節約できます。このアプローチは、3つの重要な要素から成っています。

ストレージにインテリジェントなインサイトと 
自動化アプローチが必要な理由

データ中心性

人間の管理者とは異なり、マシン インテリジェン
スは、組織が生成および処理するデータの量と
多様性の増大に対処できます。必要な規模と
速度でストレージを管理できるだけでなく、隠れ
たつながりを明らかにして、容量の増加、プロア
クティブなメンテナンスの実行、パフォーマンスと
ROIの向上ためのストレージのシフトといった必
要性を示す傾向を特定することもできます。

物理、仮想、コンテナベースのアプリケー
ションとデータベースに対して単一のアー
キテクチャを活用します。

制限なしで個別にスケール アップおよびス
ケール アウトできます。

常時稼働のインライン データ削減を使用
して、ピーク時における妥協のない効率性
を実現します。

インテリジェンス
クラウドベースのインテリジェンスを使用して、
すべてのサイトのストレージと関連インフラス
トラクチャを単一のビューで効率的に監視し
ます。

組み込みの機械学習と自動化を活用してリ
ソースと ITスタッフを最適化します。

スマートなモニタリングおよび分析ソフトウェア
を活用してリスクを軽減し、将来のニーズを予
測します。

適応性
コンテナベースのソフトウェア スタックを使
用して、アプリケーション モビリティーを実
現します。

柔軟な導入により、コア、エッジ、クラウド
を中断することなくモダナイズできます。

従量課金制ソリューションのため、予算
に合わせて利用できます。
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ITの自動化と運用効率の向上は、リソースの制限をなくし、ITチームの負担を軽減したいと考えて
いる組織にとって最優先事項です。ストレージ インテリジェンスを活用することで、ITチームは俊敏
性が向上し、運用を監視できるため、次のことができるようになります。

新しいテクノロジーを活用： 
ストレージ システムの正常性スコアとトリアージ分析を1つの場所に統合すること
で、あらゆるストレージと関連インフラストラクチャにわたってアクションに優先順位を
付け、ビジネスに対する最大のリスクと影響を最初から排除できます。機械学習
は、正常でないパフォーマンスを特定し、パフォーマンス レイテンシーと容量消費の
急増の問題、ワークロードの競合を引き起こすその他の問題を特定できるため、ビ
ジネス オペレーションに影響を与える前にプロアクティブに問題を解決できます。

生産性の向上:
単一のポータルの総合的なビューで、データ センターおよびエッジ ロケーション全体
のすべてのプライマリー ストレージと、パブリック クラウド内のデータ保護を管理しま
す。システムと場所に関してリアルタイムで更新されるレポートをカスタマイズおよび
共有し、重要な情報へのアクセスを迅速化します。動的な情報をアプリケーションと
統合し、人間のアクションと自動化されたアクションをトリガーして、時間を節約し、
運用を迅速化します。

将来に備えた計画：
機械学習を活用して、ストレージがフル容量に達する時期を予測します。容量が
不足する前に組織が必要とするストレージの拡張をプロアクティブに予算化、調
達、プロビジョニングできるように、短期的および長期的な容量要件を予測します。

インテリジェントな自動化によるアプローチのメリット
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高度に分散した世界では、新しい機会が生じるたびに適応し、成功を収めるイノベーターが未来
を担います。デル・テクノロジーズは、そのすべてを提供する信頼できるパートナーです。私たちは、
場所を問わずすべてのユーザーとお客様に提供する必要があるパートナーシップ、革新的なテクノ
ロジー、エンドツーエンドのシンプルさを結集しています。

PowerStoreストレージとCloudIQ AIOpsアプリケーションの組み合わせにより、
驚異的なストレージ機能に加えて、ストレージの問題のプロアクティブな検出と解
決、リスク軽減、異常検出、強力な予測を行うことができるインテリジェントなイン
サイトを提供します。

デル・テクノロジーズでインテリジェントなインサイトを実現

デル・テクノロジーズのストレージ ソリューションの詳細

Dell PowerStore：PowerStoreは、パフォーマンスが最適化されたアプライアンス（需要
の増加に応じてスケール アップおよびスケール アウトするエンドツーエンドのNVMeをサポー
ト）内で、ユニファイド ストレージ（物理または仮想、ファイルベース、コンテナベース）を
提供することにより、あらゆるワークロードをサポートします。お客様は容量とパフォーマンスを
簡単かつ個別に追加できるため、個々の環境のニーズに合わせてプラットフォームをカスタマ
イズできます。

     PowerStoreの詳細

CloudIQの特長は以下のとおりです。機械学習やその他のアルゴリズムに基づくインテリ
ジェントなインサイトが、PowerStoreから収集されたテレメトリーに適用されることにより、
プロアクティブなストレージの正常性とサイバーセキュリティに関する通知および推奨事項
を提供し、迅速に問題を解決します。高度な分析により、パフォーマンスと容量の問題
にプロアクティブに対処するためのさらなるインサイトが得られます。PowerStoreに関連す
るサーバー、データ保護、ネットワーク インフラストラクチャを監視するので、価値ある視点
が得られ、IT効率がさらに向上します。

     CloudIQの詳細

デル・テクノロジーズの総合的でインテリジェントな製品により、シンプル、迅速、安全にブレー
クスルーを構築し、競合他社を大きくリードできます。組織の人々、アプリケーション、データを信頼
できるITソリューションで結び付けて、インフラストラクチャの管理を気にせずにイノベーションの促進
に専念できるようになります。
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イノベーションを持続可能に

詳細はこちら：Dell.com/Sustainability

[1] ESG、Dell EMC CloudIQ：インテリジェントなITインフラストラク
チャ インサイトのためのAIOps（英語）

[2] ESG、Dell EMC CloudIQ - AIOpsでITインフラストラクチャの
インテリジェントなインサイトを取得

出典

デル・テクノロジーズにとって、持続可能性は事業に
不可欠な要素です。

当社は、お客様と地球のためにイノベーションを行
う責任を強く感じています。そのために、あらゆる手
段を存分に駆使して、理想の世界に向けてテクノ
ロジーを役立てていくつもりです。

お客様が持続可能性の目標を達成できるよ
うに、デル・テクノロジーズは、リサイクル可能性
を最大化し、二酸化炭素排出量を最小化
するために、製品を再考および再設計してい
ます。当社はサプライ チェーン全体と業界全
体で、倫理的かつ環境的に持続可能な慣
行を推進しています。さらに、お客様、サプラ
イヤー、地域社会と提携して、原材料の使用
量を減らし、より多くのことを可能にし、私たち
に与えられた世界に還元するプロジェクトを立
ち上げました。


